
日本海側の海域活断層

の長期評価に関する資料

令和6年5月20日（月）

第28回海域活断層評価手法等検討分科会
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海活28参考資料１



本日の審議の流れ

1.地震発生層の下端の深さについて
→ 海活28参考資料1 p3-10へ

2.断層のずれの向きと種類の信頼度について
→ 海活28参考資料1 p11-22へ

3.個別の断層の評価に関する審議

→ 海活28参考資料1 p23-25、参考資料4-1、4-2へ

4.評価文に関する審議

→ 海活28参考資料1 p26-、海活28-(2) へ
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地震発生層の下端の深さについて

出典：令和2年度「日本海地震・津波調査プロジェクト」成果報告書
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出典：令和2年度「日本海地震・津波調査プロジェクト」成果報告書



D90関連資料

NIED松原誠氏提供日本海PJ報告書より抜粋
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白い所はD90は求
まらないので、内
灘沖より西の海域
には使えない情報
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0.1°以内に地震11個
以上あればD90推定

0.2°以内に地震11個
以上あればD90推定
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日本海PJ成果で上越海盆浅部

は低速度

D90が深くても不思議はない
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日本海PJ成果：上越

海盆浅部は低速度



断層のずれの向きと種類の

信頼度に関する資料
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断層のずれの向きと種類（断層のすべり角）

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書
（2014）

日本島弧全域三次元構造応力場（深さ 10 
km）

（Terakawa and Matsu’ura, 2010)

断層すべり方向を推定する概念図

日本海地震・津波調査プロジェクト平成25年度報告書
（2014）
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断層のずれの向きと種類（断層のすべり角）

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書（2014）

海域活断層評価手法等検討分科会にお
ける断層のすべり角の設定方法

（第3回分科会における決定事項）

日本島弧全域三次元構造応力場（深さ 10 
km）

（Terakawa and Matsu’ura, 2010)

◆ 日本海における大規模地震に関する調査検

討会報告書に準拠。

◆ すべり方向は断層面上の最大せん断応力方

向と一致すると仮定。

◆ 応力場のデータはTerakawa& 

Matsu’ura(2010)の日本島弧全域三次元応

力場データを使用。

断層面の幾何形状（走向・傾斜角）

に関する情報が必要
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日本島弧全域三次元構造応力場（深さ 10 km）

（Terakawa and Matsu’ura, 2010)
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断層の種類に関する信頼度

断層の種類の信頼度については、断層の走向や傾斜、日本島弧全域三次元広域応力場

（Terakawa and Matsu'ura, 2008, 2010、以下「広域応力場」という）（図21）から、Wallace-

Bott 仮説（Wallace, 1951; Bott, 1959）に基づいて算出される断層面上のすべり角（付録６）

と比較することで判断した。すなわち、広域応力場から推定されたすべり角が90°±45°

以内の場合には逆断層型、-90°±45°以内の場合には正断層型、0°±45°以内の場合には

左横ずれ型、180°±45°以内の場合には右横ずれ型に分類し、先に求めた断層の種類と一

致する場合には信頼度を○、一致しない場合には信頼度を△とした。

「日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）―九州地域・中

国地域北方沖―（令和4年3月25日公表）」（地震調査研究推進本部

地震調査委員会, 2022）

上記の手法により断層すべり角を算出し、広域応力場から推定される断層の種類と特性表

における断層の種類を比較
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日本海側の海域活断層

矢印は断層の傾斜方向、括弧内の数字は傾斜角
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日本海側の海域活断層（特性表）
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日本海側の海域活断層に対する断層の種類

（広域応力場を用いWallace-Bott仮説により算出） 18



日本海側の海域活断層

矢印は断層の傾斜方向、括弧内の数字は傾斜角 19



日本海側の海域活断層（特性表）

20



日本海側の海域活断層に対する断層の種類

（広域応力場を用いWallace-Bott仮説により算出）
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断層の種類の比較
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日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）と同様に、種類が一致した活断層におけ

る信頼度を○、一致しなかった活断層に対する信頼度を△にして特性表に記入する形で宜

しいか

信頼度○ 信頼度△

沖ノ礁北方断層

小浜沖断層

浦島礁北方北断層

浦島礁北東断層

加佐ノ岬沖断層

羽咋沖東断層

羽咋沖西断層

内灘沖断層

海士岬沖東断層

門前断層帯

沖ノ瀬東方断層

能登半島北岸断層帯

輪島はるか沖断層

能登半島北方沖

舳倉島近海断層

七尾湾東方断層帯

富山舟状海盆西縁断層

上越沖断層帯

名立沖断層

上越海丘東縁断層

若狭海丘列北縁断層

経ヶ岬沖断層

越前岬西方沖北断層

ゲンタツ瀬・大グリ南東縁断層帯
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七尾湾東方断層帯の傾斜について
TB1は西側傾斜、TB２は北西側傾斜

日本海地震・津波プロジェクト資料（平成26年度）より
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TB1：西側を隆起させる、西傾斜の逆断層

日本海地震・津波プロジェクト資料（平成26年度）より

TB２：北西側隆起の逆断層
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㉙舳倉島、㉜富山トラフ西縁
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令和６年５月13日地震調査委員会

2024年4月の地震活動の評価

２．各領域別の地震活動

（３）関東中部地方 より抜粋
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同資料
P28より
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令和６年２月９日地震調査委員会

別紙「令和６年能登半島地震の評価」より抜粋
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同資料
P20より




